
韓

国
仏
教

に
お
け
る
華
厳
信
仰

の
展
開

(
李
)

韓
国
仏
教
に
お
け
る
華
厳
信
仰
の
展
開

華
厳
法
会
を
中
心
と
し
て
-

李

杏

九

韓
国
仏
教
に
お
け
る
教
学
仏
教
の
中
心
思
想
は
、
華
厳
思
想
で
あ
る
こ
と
は

言
う
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
遠
く
新
羅
、
高
麗
の
時
代
よ
り
近
く
は
李
朝
時

代
に
至
る
ま
で
の
間
に
於
て
華
厳
法
会
が
数
多
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『高
麗
史
』
等
の
史
書
に
依
れ
ば
、
高
麗
時
代
だ
け
で
も
八
十
三
種
の
法
会
が

(
1
)

一
〇
三
八
回
も
行
わ
れ
た
が
、
高
麗
史
は
本
来
儒
教
的
立
場
に
立
つ
て
編
纂
さ

れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
王
室
や
貴
族
に
関
す
る
記
述
が
そ
の
中
心
と
な
つ
て
お

り
、
一
般
庶
民
の
信
仰
に
就
い
て
は
殆
ど
触
れ
て
い
な
い
。
高
麗
時
代
の
法
会

は
護
国
的
側
面
か
ら
取
り
扱
わ
れ
、
宗
教
的
信
仰
の
立
場
か
ら
の
研
究
は
ほ
と

ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
新
羅
、
高
麗
、
李
朝
時
代
に
お
け

る
華
厳
法
会
を
通
じ
て
華
厳
経
が
如
何
に
読
諦
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
来
た
で
あ

ろ
う
か
、
そ
の
展
開
を
考
察
し
て
見
た
い
。
い
ま
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
あ

た
り
、
韓
国
仏
教
の
時
代
区
分
を
通
常
は
三
国
時
代
、
新
羅
時
代
、
高
麗
時

(
2
)

代
、
李
朝
時
代
に
分
け
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
新
羅
、
高
麗
、
李

朝
の
三
時
代
に
分
け
て
論
述
す
る
。

新
羅
時
代
の
華
厳
法
会
は
主
に
講
経
法
会
が
中
心
で
あ
る
。
経
を
講
ず
る
こ

と
に
依
つ
て
功
徳
利
益
が
あ
る
と
言
う
考
え
方
か
ら
講
経
信
仰
が
生
じ
、
そ
れ

が
形
式
化
さ
れ
た
宗
教
儀
礼
と
し
て
講
経
法
会
が
出
来
上
つ
た
の
で
あ
る
。
新

羅
時
代
に
行
わ
れ
た
華
厳
法
会
は
、
史
伝
上
多
く
は
見
当
ら
な
い
が
、
『
三
国

遺
事
』
『
円
集
文
類
』
等
に

い
さ

さ
か
見

ら
れ
る
。

即
ち
、

『
三
国
遺
事
』
巻
四
、

慈
蔵
定
律
条

に

又
改
二
営
生
縁
里
第
元
寧
寺

一

設

二落
成
会

一

講
二
雑
花

万
偶

一

感
二
五
十

(
3
)

二
女

一

現
レ
身
証
聴

使
下
門
人
植
占
樹
如

二其
数

一

と
あ

る
。
慈
蔵
が
唐
よ
り
帰
国

の
後
、

通
度

寺
を
建

て
、
戒
壇
を
築
き
、

自

ら

の
生
ま
れ
た
家
を
元
寧
寺

と
し
て
建

立
し
て
、

そ
の
落
慶
法
要
を
催
し
、

華
厳

経

を
講

じ
た
が
、

そ

の
時

五
十

二
人
の
女
性

が
感
応

し
て
そ

こ
に
集
ま
り
法

を

聴
聞

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
法
会

が
設

け
ら
れ
た
年
代
は
明
ら

か
で
な

い

が
、
慈
蔵

が
仏
舎
利
仏
頂
骨
等

を
持

つ
て
帰
国
し
た
西
紀
六

四
三
年
頃

で
は
な

い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

又
同

じ
く

『
三
国
遺
事
』
第

五
巻

に

投
二湘

公
一剃
染
為
二
弟

子

名

二
日
真
定

一

居
二
三
年

一

母

之

計

音

至

定

珈
跣

入
レ
定

七
日
乃
起

…
…
既

出
レ
定

以

後

事

告

二
於

湘

一

湘

率

二
門

徒

一

帰
ニレ
干

小
伯

山
之
錐
同

一

結

レ草

為
レ
盧

会

二徒

三
千

一

約
九
十

日
講

二
華

(
4
)

厳
大
典

一…
…
講

畢
其

母
現

二
於
夢

一日

我
已
生
天
矣

と
あ
る
。

こ
こ
で
湘

公
と
は
智

撮
よ
り
華
厳
を
学
び
、

そ
の
奥
旨

を
体

得
し

て

帰
国
し
た
後
、

海
東
華
厳

の
初
祖

と
称
せ
ら
れ
た
義
湘
を
指
す

の
で
あ
る
。

義

湘

は
六
七

一
年
帰

国
の
後
、

華
厳

を
弘
通
さ
せ
る
為
に
華
厳
十
刹

を
建
て
、

上

元
元
年

(
六
七
四
)

に
は
自

ら

の
出
家
寺

で
あ
る
皇
福

寺
に
於

て

『
華
厳

一
乗

法
界
図
』
を
講

じ
た

こ
と
も
あ
る
。

上
記

の
文

に
見
ら
れ
る
如
く
、
義

湘
は
門

徒

三
千
人
を
集
め
、

約
九
十
日
間

に
わ
た

っ
て
華
厳
経
を
講

じ
た
。
講

義
が
終

つ
た
後
、

義
湘

の
十
大
弟

子

の

一
人

で
あ

る
真
定

の
夢
に
亡
く
な

つ
た
彼

の
母

が
現
わ
れ

て

「
私
は
す
で
に
天
に
生
ま
れ

た
」

と
言

つ
た
と
い
う
。

以
上
の
如
く
、

こ
の
二

つ
の
文
献
か
ら
次

の
如
き

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

つ

ま
り
第

一
は
、

新
羅
時
代

の
講
経

は
経
典
を
講
義
し
、

解
釈
し

て
そ

の
内
容
を

理
解
す

る
と
言
う
講
経
法
会

の
本
来

の
意
味

に
於

て
理
解
さ
れ
、

第

二
は
、
講
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経
が
単
な
る
講
経
儀
礼
で
終
る
の
で
な
く
、
そ
こ
に
は
一
つ
の
宗
教
的
信
仰
が

現
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
華
厳
経
を
講
ず
る
こ
と
に
依
つ
て
奇
瑞
が
起
り
、
神

異
が
現
わ
れ
る
と
い
う
華
厳
経
信
仰
が
現
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

高
麗
仏
教
は
儀
礼
仏
教
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
華
厳
法
会
も
数

多
く
行
わ
れ
、
そ
の
類
型
も
多
様
で
、
例
え
ば
、
祈
福
や
消
災
を
目
的
と
し
て

設
け
ら
れ
た
読
経
法
会
や
仏
徳
を
讃
歎
供
養
し
、
以
て
善
根
功
徳
を
修
し
ょ
う

と
し
た
慶
讃
法
会
、
さ
ら
に
外
敵
の
侵
入
か
ら
護
ろ
う
と
し
て
勤
め
ら
れ
た
神

衆
法
会
と
の
三
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
華
厳
経
の
読
謂
法

会
の
み
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
仏
教
に
お
い
て
経
典
を
読
諦
す
る
こ
と
は
重
要

な
意
味
を
有
す
る
が
、
祈
濤
を
目
的
と
し
た
読
経
は
、
普
通
転
経
又
は
転
読
と

言
わ
れ
て
い
る
。
華
厳
経
の
転
読
法
会
を

『高
麗
史
』
に
見
る
と
、
文
宗
条
に

(
5
)

七

日

百
官
設
三
華
厳

経
道
場
干

二
興
王
寺

一五
日

祈

二風
雨

調
順

一

と
あ
り
、

同
じ
く

『
高
麗
史
』
毅

宗
元
年
条
に

五
月

濤
三
レ
嗣
干
二
霊
通

寺

一

講

二華

厳
経
五
十
日

一

と
記
さ
れ
て
い
る
。

同

じ
く

『
高
麗
史
』

明
宗
十

三
年
条

に
は

四
月

大
設
三
華
厳
法
会
干
二
洪
園

寺

一

薦

二
庚
発
以
来
死
亡
者

一

と
あ
る
。

こ
の
三

つ
の
記
事

に
依

つ
て
次
の

こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
即
ち
、

高

麗
時

代
に
お
け
る
華
厳
経

の
転
読
法
会

に
は
現
世

的
な
祈
福
信
仰
が
強
く
現

わ

れ
て
い
る
こ
と
と
、

他

の

一
つ
は
祈
雨

や
祈
嗣
、

亡
者

の
冥
福
を
祈
る

こ
と
等

祈
濤

的
な
目
的
に
華
厳

経
が
読
ま
れ

た
こ
と
で
あ

る
。

こ
れ

は
経
典
読
諦

の
本

来

の
意
義
が
失
わ
れ
て
単

に
儀

礼
的
な
意
味

で
行

わ
れ
た
祈
福
信
仰

の
あ
ら

わ

れ
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

李

朝
時

代
の
華
厳

法
会

に

つ
い
て
文
献

に
現
わ
れ

て
い
る
の
は
少
な

い
。
勿

論
華
厳
経
を
所
依

に
し
た
慶
讃
、

祈
濤

の
法
会
が
な

い
こ
と
は
な
い
が
そ

の
内

容

は
高
麗
時
代
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ

る
。

た
だ

こ
こ
で
注
意
す

べ
き

こ
と

は
、

李
朝
時
代

の
華
厳
法
会
に
お
け
る
疏
や
文
等
に
は
国
王

の
長
寿

や
国
家

の

安
泰
を
祈

つ
た
内
容
が
多
く
見

ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
『
東
国
李
相
国
集
』

に

剋
二
五
十

日
之
法
錘

一

談
二
八
九
会
之
主
旨

一…
…
伏

願
聖

上
陛

下

饗
二
箕

(
6
)

躊
之

五
福

一

坐
擁
二
太
平

一

等
二
竺
室
之
万
壽

一

五
兵
火
識

四
海
波
悟

と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
王

の
長
寿
と
国

の
安

泰

を

祈

る

文

は

『
楊

村
集
』

『
東
文
選
』
等

に
も
記
載
さ
れ

て
い
る
。
排

仏
政
策

で

一
貫
さ
れ
た
李
氏
王
朝

下

の
仏
教

は
、
教
学

の
不
振
、

教
団

の
衰
微
な
ど

の
受
難

の
続
く
時

代

で
あ

つ

た
。

こ
の
よ
う
な
受
難
期
に
あ

つ
て
韓
国
仏
教

々
団
は
す

こ
し
で
も
王
室
と

の

結
び

つ
き
を
計

つ
て
新
し

い
転
換
を
模
索

す
る

の
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。

以

上
韓
国
仏
教

に
お
け
る
華
厳
法
会
に
現
わ
れ
た
華
厳
信
仰
に

つ
い
て
述

べ

た
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
を
振
り
返

て
見
る
に
、

新

羅

時

代

は
、
華

厳

経

の
講

経
、

読
諦

に
依

っ
て
、
奇
瑞
、

神
異
が
現
わ
れ
る
と
言
う
感
応
信
仰

で
あ
り
、

高
麗
時
代

は
、
仏

の
冥
加
に
依

つ
て
福
を
求
め
ん
と
し
た
現
世
利
益

の
祈
福
信

仰

で
あ
り
、

ま
た
李
朝
時
代
に
あ

っ
て
は
教
団

の
受
難
を
打
開
す
る
を
目
的
と

し
た
華
厳
信
仰
が
成
立
し
た
と

い
え
よ
う
。

1

徐
閏
吉

「
高
麗

の
護
国
法
会

と
道
場
」
『
仏
教
学
報
』

第
十
四
輯

一

一
二

頁
。

2

趙
明
基

『
新
羅
仏
教

の
理
念

と
思
想
』
四
六
頁
。

3

一
然

『
三
国
遺
事
』

巻
第
四

(
大
正
蔵
巻
四
九
、

一
〇
〇
五
頁
)
。

4

一
然

『
前
偶
書
』
巻
第

五

(
大

正
蔵
四
九
、

一
〇

一
七
頁
)
。

5

『
高
麗
史
』
巻
七

文
集
三
十
七
年
条
。

6

李
奎
報

『
東
国
李
相
国
集
』
巻
四

一
。

(
仏
教
大
学

大
学
院
)

韓
国
仏
教

に
お
け

る
華
厳
信
仰

の
展
開

(
李
)
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